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研究概要 近年、貿易拡大、気候変動などにより、未確認病害虫の侵入可

能性が高まっています。万一侵入した場合に早急に検疫措置を講じ

られるよう、病害虫危険度評価の手法を高度化する必要がありま

す。 

このため、本研究では、その経済的影響の評価手法の開発、SPS

協定（衛生植物検疫措置の適用に関する協定）で認められている

「適切な保護の水準」の設定根拠として、侵入の許容度やまん延し

た場合の要防除水準設定のための基礎理論を検討しました。 

研 究 成 果 の 概

要 

我が国の植物検疫制度と状況に合わせた、かつ、植物検疫の国

際基準で定める PRA（病害虫リスクアナリシス）の枠組みに則し、

PRA の評価項目である「入り込み」「定着・まん延」「経済的重要性」

の評価要素や保護水準決定の考え方を含めた PRA の手順を策定

しました。 

また、未侵入の病害虫が我が国での潜在分布好適度を推定する

ためのアプリケーションを開発しました。 
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